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時の紀念日に際して
天文ii§ 井澤　孤泉

　近來は大分宣傳流行の世の中に成っナこ．善い事も悪い事も是によって剰：會が

指導せらるN傾きあるのは一面寒心すべき現象である。而して流行や宣傳を喜

び叉は之に支配せらゐNご云ふ事は要するに趾會が漸衣淺薄に流～しゅく反映ε

見倣して差支ない襟に思ふ。かNる考の下に自分は本來流行や七重がましい事

は嫌ひである、今回時の紀念日に際し何か書く様に憾められナこまN他愛もなく

筆を執って見たのであるが．それε云も時の宣傳には淺薄分子が含まれす、む

しろ大に鼓吹してよいε思ふからである。

　然し時の宣命等ε云ふこ新しく聞えるが我朝では早く飾明天皇の御代に已に

鼓鐘を打って時を報ぜんεする議ありしlljなれば事實は相番に早くからあっk

のである、猫遡ては封外關係の大に獲展しナこる計画仁徳爾帝の頃には何等かσ）

報時手段あり㌧こざ・察せられるが二面コ專らないから知る由もない從って正

式の報時εしては齊明天皇の時に皇太子（後の天智帝）自製の水時計2ilち漏刻

を用ひられたのに始まるのである而して當時の時刻法は書六刻夜立刻（書画各

六等分）で之を辰刻ε云ひ郎ち明け六ツ暮六ッ等ε冠しナこ醤時の痴話法がそれ

である．此は爾後長く明治に至るまで用ひられたのである。李安朝の盛ll寺には

時申合鐘ざ云ひて右の辰刻では鼓を打ち更に辰刻を四分して刻ご云ひ是には鍾

を打つナこのである．然し天文家は早くより一叢夜を百等分して之を刻ε心しナこ

之によれば一辰刻は李均八刻三分一ごなる．これは端が出て前記の十二辰刻四

十八刻制度に比して不便であるから天文家以外には用ゐられなかったのである

其後源Z邸寺代より鎌倉時代に至り朝政衰ふるに及び報時の事も去れた襟である

が、幸ひ佛教の隆盛に俘ひ曾徒が朝夕0）勤行に鐘を撞き唄らすのが報時εして

利用せられ．徳川時代には時の鐘ミして設けられナこ正規の時鐘の外に此寺院の

梵鐘を以て庶民は時を知る便りεして晦治に及んだのである．滑革の大要は以

上の如くであるが以下少しく時刻の計の方に煮て蕪βキの歌態を蓮べて見やう。

　一日間の時刻の推移を知るには天美の位置に因る法書．天禮に直接關係なき

機械装置による法ミある、前者に於て太陽ε口時計を用ゆるのは古くから行は

れナこ法であるが、其欝造や度盛りの仕方等は已に以前に照介されナこミ思ふから

藪には言はない、叉夜間は月や星の位置によって概要は知り得る．星の中では

或る特殊のものものが此目的に始終供せられて居た様で例へば北斗七星の創先

きの方向に因る法等は年中行ひ得るが其他著しく目に付く様な星は何星でも此

目的に鷹用出來る、叉一年中広る時期に於て定つた星を用ゆる場合もある．例

へば「スバル」星や「オリオン」座の三星等は能く用ゐられた．後者は今日でも田

舎の農夫なさが三重の星ミ構へて秋期此星が東天に見ゆるを相囲Eしてあしナニ
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　の仕事に就くのである．次に機械装置によるものs中では水時計を用ゆるのが

　最も自然的な方法である．今一飼の水槽に水を充たし其底部に極小な穴を開け

　て中の水を滴出せしむれば水の流出するに從って水槽の水面は次第に低下する

　此低下の問隔に因て経過した時聞が知れる．然しこれでは水面の低下が時間に

　比例しないから度を刻するに困る．そこて實際の漏刻は上下二槽を回る．上槽

　には一定の水位を保つ様に常に外部より水を注入し（繰れる水は第三槽に導き

　去る）此上槽の底部にある小孔より下下に水を滴下せしむれば下槽の水面の昇

　りは正しく時間に比例するから是に民度桿を有する、1馬標を津べて時間を測定

　．しナこのである、星は原始的な方法であるが精細な時間の必要なき古昔にあって

　はこれで充分目的を達し得たこミは明かである、次には時辰儀郎ち時計である

　が我國二時の時計は足利氏の終り頃に和蘭人に依りて傳へられたε云はれて居

　る、是が我画の時刻法に慮する様改造されたOである．然るに此時刻法が夜明

　けより日暮れまで及び日暮れより夜明けまでを二六等分せるが故に書の一刻ε

　夜の一刻εは二二二分の頃でも違ふのであるが（それは夜明けは日幽二二の時

　間で三一F六分．日暮れは日二二同く三十六分ε規定してあったからである）殊

　に二二の頃には二二違ふ．師ち此時分には書の一刻は只今の二時二十分．夜の

　一刻は一時四十下位に肖る、師ち其差が三割も違ふのである．そこで此時刻法

　に慮じて時計の回韓皆皆を書夜によって憂へねばならぬ、之れが爲には揺錘の

　位置を動かして其二二の能率を攣じ下れに依って時間を進めたり後らしナこり出

　隔る様に造つナこのである、中には二二個の門門を具へて自動的に書記交代する様

　にしたのもある（構造0）詳しき話は薙に省く）次に蘭二者の外に鳥に依る報時

　も掲げねばならぬ、二半を聞いて朝起きる事は未だ時計が普及せぬ時分には

　1（明治以前）普ねく行はれたのである．今日難を飼ふのは卵や肉を得る爲である

　が昔は主εして時を知る爲であったのである、其他三光鳥や雀な魯も朝の報時

　役を勤める．自分も小減の時分には：夏の朝な普東天の自む頃三光鳥の面々たる

　聲を聞きながら起きたものであるs無二入闇は履るにも起きるにも其時の意思

　の働きによるから早い事も遅い事もあるが．彼等は意思でなく本能に依るので

　あるから人間よりは二二正確である。

　　獄上面べた如く時に面する古昔の歌誌は先づこんな風であるが終りに時の宣

　傳に隔て如何なる程度迄時間を正鰹にすべきかを一言して見kい、一琵豊正確な

　る時間観念を有するものは理智の進みたる我々人類に限るので他の動物には斯

　る観念は無いのである．例へば犬が入に殴られてもそれがつい記し方であっナニ

　か餓程前であっkか一向分らないのである、動物でなくεも人問でも開明人ε

　未開人εは時問観念が大忌違ふのである、例へば南洋方面の蕃人等は方位を知

　るには本能的に敏活であるが時間εなるこさつばり駄目なそうである、こんな

　具合であるから實際に此時間観念の精粗を以て開明ε未開εをi緋する標準に取
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っても差支無いのである．然らば如何なる程度迄清々が日常時間言ひ換へれば

時計を正しく保持すべきかEいふ事が・今日時の宣傳に關する落鮎である．虎で

世間の個々の時計を見るミ役所の時計には瞠り馬鹿らしい間違ひは無いが家庭

に於ける時計なさは五分十分は愚か三十分も一時間も違って居るのが能く見受

けられる、之れは一面時計の注意を怠るのにも依るが又一面必要上から詣る程

度問題である．而して此程度は職業によっても違ひ都鄙によっても違ひ叉身分

や位置なE“によっても違ふ記である、然し斯う名々が分つナここミをやって居て

は時の濡燕なさは頭から無意味に成って仕まう、それではE“の位の虚が良いか

ε考へて見るε．一般普通に一寸しナこ用事なεは大低五分間で聞に合ふ様であ

る、顔を洗ふにしても衣服を着換へるにしてもそうである、便所に入って用を

足すにも之れで便するし．万富なさでも最後の五分間で勝敗が潤るミいはオ～る

其他公私共に五分間を以て時間の輩位ミして取扱はれる場合は頗る多いのであ

るから各自時計を合すにも五分間以上建はなければ結構こ思ふそれで正午に

午報が聞えナこ時各自の時計がそれε五分間以内の差であれば針を動かして直す

こSは要るまいε思ふ、一般個人や家庭では是以上望む事は困難でもあり又必

要も無い様に考へられる．飴り役にも立たぬ事を永々しく書くのは恐れ入るか

ら此位で欄筆する。

東京の眞ン中へ限石落つ

　四月十八日正午ごろ東京本郷匿上富士前町

下宿屋挙和書の庭へ突如奇怪なる音響ごYも

［：一道の白光な放って同家の長男早八田工手

三校生徒小峰幸雄が立ってる7；目の前二間の

Eころへ何物か落下し7こ驚いて同家で【i下宿

人総勢立出で前記の場所た掘り下げナ憶ころ

地申から鐵捧状のものが出才こ、それにまだか．

なりの熱かあり手がつけられないくらみであ

ったが、折柄同家下宿の帝大理化學講究所の

藤獺工學士ばこれな珍らしい限石ビして直に

帝大理學部實験室へ迭臓下闘係の論者遮しこ

よって田干中であるが、理研の藤瀬研究室：に

たる富田助手が右限石調査の結果實物は高さ

入センチで一番太いSころロ三センチ、細い

亡＝ろitニセンチ重量匡237．989グラム（約

六十三匁）のものt判つナ；が巨員石Sしてittic

較的小さい方であるSo

　　　　　　　　山崎博：士談

右について帝大の山崎直方博士ば語る

　軍に唄石烈堅いふけれこもそれにに非常に

　多数の種類があってよく實物な調べて見な

　い；Sにに何Sも判定が出來ぬ、純然ナこる

　鐵のみで出來てるるものもあるし、まずこ鐵

　S石からなってみるものもある、日本には

　今までかなり多くの脈石が落ち1’：pK市中に

　落ちナここ訓工珍らしく、しかも東京市中に

　落ち’tこ言時針∈【工殆～こなレ、、日本［こおけるF．員石

　の標本匡お茶の水の旧館博物館に大小取混

　ぜ陳　旺し’てあるばずだ。

　　　　　　　　寺田博士談
富田理學士が寺臼1博士に今度の阻石な見ゼすこ

tころ博士ほ
　入の見てゐゐ前に落ち、それた直ぐ拾つれ

　Sいふのば世界でも珍らしいこピだが、何

　しろ拾つ7このが子供で、目端な切断してし

　まつ7この［i誠にLi晋しい、今度の飯石のやつ

　に輪になってくびれがあろものに重石でも

　数が少い
Sいってみた實際落ちナこ時の般態がよく切れ

ば限石G研；究にも非常に重大な頭勝がある

Eo（四月二十三日大阪朝目朝刊）
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